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※「子供」の表記について 

吹田市では原則として、常用漢字表に定めるとおり、「子供」を使用しています。ただし、

法令や制度名等を引用する場合は、「こども」又は「子ども」の表記のまま引用しています。
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１ はじめに 

 【ガイドライン策定の目的】 

近年、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行

っている子供や若者を指す「ヤングケアラー」が社会的課題となっています。 

子供の場合、年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負うことで、

学校に行けない、友達と遊ぶ時間がない、眠る時間が削られるなど、本来守られ

るべき「子どもの権利」を侵害されたり、若者の場合でも進学や就職準備等、自

立に向けた移行期として必要な時間を奪われる可能性があります。 

これまでヤングケアラーには法令上の定義がなく、支援対象も児童福祉法で

定める「児童」の 18 歳未満までか、それ以降はどう支援するのか等が課題とさ

れてきました。 

このような状況を受け、国は「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」

（令和 6 年法律第 47 号）において子ども・若者育成支援推進法を改正し、ヤ

ングケアラーを「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると

認められる子ども・若者」として、関係機関等が各種支援に努めるべき対象とし

て明記しました。そして子供、若者期を切れ目なく支えるため、支援対象を内容

によっては 40 歳未満も対象としました。 

ヤングケアラーへの支援の難しさには、当事者にとって家族へのケアは「お手

伝い」であり「日常」であるので、誰かに相談するようなことだと思い至ってい

ない場合が多くあるとともに、たとえつらいと感じていても、誰かに相談するこ

とで大切な家族が責められたり、家族関係が悪化し家庭内で孤立するのではな

いかといった不安等から、子供・若者自身から声をあげにくく、相談につながり

にくいといった特徴があります。 

子供・若者を取り巻く周囲の大人たちは、まずは子供・若者の変化に気付き、

安心して相談してもらえる関係を築けるように寄り添い、子供・若者だけではな

く家庭全体を支援する視点を持つ必要があります。 

ヤングケアラーがケアする対象者は障がいや病気を抱えている家族、高齢者

や幼いきょうだい、外国籍の親など様々であり、ケアする内容も介護や看護、家

事、見守り、話し相手、通訳など多岐にわたります。そのため、福祉、教育、医

療など様々な機関や地域住民が、窓口や地域でヤングケアラーに気付き、寄り添

い、必要に応じて適切なサービスにつなぐネットワークの構築が重要です。 

本ガイドラインは、市の各部署の職員や支援団体などがヤングケアラーにつ

いての理解を深め、相談窓口や関係機関の業務について共通の認識を持つこと

で、当事者である子供や家族を必要な支援に適切につなげることができるよう

策定するものです。 
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 ＊本ガイドラインは、必要に応じ随時更新していきます。 

 ＊国は令和４年度から３年間をヤングケアラーの社会的認知度向上の「集中

取組期間」としています。 

 

２ ヤングケアラーの定義 

（１）吹田市におけるヤングケアラーの定義 

本市では吹田市子供の貧困対策に関するワーキングチームヤングケアラー支援作

業部会において、ヤングケアラーの定義を考えてきました。 

  令和 6 年（２０２４年）制定の「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」

の一部施行により、子ども・若者育成支援推進法第２条第７号にヤングケアラーは「家

族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者」

と明記されました。 

本市では上記の国や日本ケアラー連盟の定義を参考にしながら、下記のとおり定義

することとしました。 

  

 

 

 

 

 

＜定義内の語句説明＞ 

（令和 6 年 6 月 12 日付けこ支虐第 265 号こども家庭庁支援局長通知より引用） 

 ア 「過度に」とは、子ども・若者が「家族の介護その他の日常生活上の世話」を行

うことにより、社会生活を円滑に営む上での困難を有する」状態に至っている場合

を指す。 

こどもにおいてはこどもとしての健やかな成長・発達に必要な時間（遊び・勉強

等）を、若者においては自立に向けた移行期として必要な時間（勉強・就職準備等）

を奪われたり、ケアに伴い身体的・精神的負荷がかかったりすることによって、負

担が重い状態になっている場合 

イ 「若者」とは概ね 18 歳から 30 歳未満を中心としているが、こども・若者期に

ヤングケアラーとして家族の世話を担い、こども・若者にとって必要な時間を奪わ

れたことにより、社会生活を円滑に営む上での困難を有する状態に引き続き陥って

いる場合等その他の状況に応じ、40 歳未満の者も対象となり得る 

 

 

家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを過度に行っていることで、

遊ぶ、教育を受ける等の子どもの権利が侵害されている可能性がある子供

や、進学、就職準備等の自立に向けた移行期に必要とされる時間が奪われた

り、身体的、精神的に負担が重い状態になっている若者 
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留意点  

支援対象かどうかを判断するに当たっては、その範囲を狭めることのないように十

分留意し、一人一人の子供・若者の客観的な状況と主観的な受け止め等を踏まえなが

ら、その最善の利益の観点から、個別に判断していくことが重要である。 

法文上明示されている「介護」に加え、幼いきょうだいの世話、障害や病気等のあ

る家族に代わって行う家事や労働のほか、目の離せない家族の見守りや声掛けなどの

気遣いや心理的な配慮、通訳なども含まれる。 

当該子供・若者やその保護者が「支援は必要ない」などと支援を拒否している場合

や、支援を拒否するほどではないが援助希求が乏しい場合などであっても、支援が必

要であれば、働きかけを丁寧に行う。 

現時点において「大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、

感情面のサポートなどを過度に行っていることで、子どもの権利等が侵害されている」 

状態に至っていない場合であっても、介護を必要とする入院中の家族が退院予定であ

るなど今後上記状態に至ることが想定される場合には予防的な視点も持って対応を

行っていく必要がある。 

 

 

 ＜参考＞ 

   

  日本ケアラー連盟の定義 

   ヤングケアラー（子どもケアラー）：家庭にケアを要する人がいる場合に、大人が担うよ

うなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを行っている、

18 歳未満の子どものことです。ケアが必要な人は、主に、障がいや病気のある親や高齢の

祖父母ですが、きょうだいや他の親族の場合もあります。 

 ＜その他用語の定義＞ 

   若者ケアラー：18 歳～おおむね 30 歳代までのケアラーを想定しています。ケアの内容

は子どもケアラーと同様ですが、ケア責任がより重くなることもあります。若者ケアラーに

は、子どもケアラーがケアを継続している場合と、18 歳を越えてからケアがはじまる場合

とがあります。 
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ヤングケアラーはこんな子供・若者です。 

子ども・若者育成支援推進法は、「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行って

いると認められる子ども・若者」として、ヤングケアラーを、国・地方公共団体等が各種支

援に努めるべき対象としています。 

 

こども家庭庁ホームページより引用 

 

（２）お手伝いとヤングケアラーの違い 

お手伝いは、「子供・若者が子供・若者としての生活ができる範囲内で行うこと」で

す。 

子供・若者の年齢や成長の度合いに見合った家族のケア、お手伝いは子供の思いやり

や責任感などを育みます。 

一方で、過度に家族のケアを担うことで、勉強や友達と遊ぶ時間、部活に打ち込む時

間、将来に思いを巡らせる時間など「子供・若者らしい生活を送るための時間」が持て

ない場合はヤングケアラーに当たります。心身ともに子供にとって過度な負担が続くと、

子供・若者自身の健康を始め、学習、社会性発達、就労等様々な面に影響があるという

調査結果があります。 
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（３）ヤングケアラーと関係の深い子どもの権利 

 

 

 
 

 他にも「健康・医療への権利」「子どもの最善の利益」「社会保障を受ける権利」「生活

水準の確保」「経済的搾取・有害な労働からの保護」など、子どもの権利条約で定めら

れています。 

また、令和 5 年 4 月に施行された「こども基本法」の第３条では、全ての子どもが

個人として尊重され、基本的人権が保障されること、差別的扱いを受けることがないよ

うにすること、教育を受ける機会が等しく与えられること、意見を表明する機会・多様

な社会的活動に参画する機会が確保されることなどが基本理念として掲げられていま

す。 

  

生きる
権利

育つ権利

休み、
遊ぶ権利

意見を
表明する

権利

教育を
受ける
権利
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３ 吹田市における子供の生活状況（家庭内でのお世話） 

 

（１）吹田市「子供の生活状況調査」 

 

調査対象 
吹田市内に居住する小学５年生及び中学２年生の児童・生徒全数

とその保護者など 

調査方法 郵送により調査票を配付、郵送またはインターネットにより回答 

調査期間 令和 4 年（2022 年）6 月 ～ 7 月 

有効回収率 小学５年生：47.3％、中学２年生：39.8％ 

 

 

「家族のお世話をしている」と回答した小学生が 32.2％、中学生で 21.9％と

なっています。 

 

    

お世話を必要としている人は小中学生ともに「母親」が最も高く、次いで「きょ

うだい」が 4 割台となっています。 

     

 

21.9

32.2

77.2

65.7

0.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

小学生

家族へのお世話の実施の有無

している していない 無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答
その他
祖父
祖母
父親

きょうだい
母親

お世話を必要としている人

小学生

中学生
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お世話の内容は、小中学生ともに「家事（食事、買い物、掃除、洗濯など）が７～８割 

程度で最も高く、次いで小学生は「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」、中学 

生は「外出の付き添い（買い物、散歩など）」となっています。 

 

 
お世話の時間を見ると、小中学生ともに、「30 分未満」が 5 割台で最も高く、次いで 

「30 分以上 1 時間未満」が 2 割台、「1 時間以上 3 時間未満」が 1 割台となってい 

ます。 

「3 時間以上」は小学生で 5.2％、中学生で 4.0％となっています。 

 

 

 

  

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

無回答
その他

通訳（日本語や手話など）
通院の付き添い

薬の管理（薬を飲ませるなど）
お金の管理

障がいや病気のある家族の見守り
身体的な介護（入浴やトイレのお世話など）
感情面のサポート（話し相手になるなど）
外出の付き添い（買い物、散歩など）

きょうだいの世話や保育所等への送迎など
家事（食事、買い物、掃除、洗濯など）

お世話の内容

小学生 中学生

59.3

57.5

23.6

25.6

11.1

10.9

3.0

3.4
1.0

1.8

2.0

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

中学生

小学生

お世話の時間（平日1日あたり）

30分以上1時間未満 1時間以上3時間未満

3時間以上7時間未満 7時間以上 無回答
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（２）調査から見えてくる子供等の思いや必要な支援 

  今回の調査の自由記載欄への記載から、子供の思いや必要な支援が見えてきました。 

 

 【子供の意見】 

   ・きょうだいの世話は大変だけど楽しい。 

   ・友達ともっと遊びたい。 

   ・楽しくない。疲れた。私はお世話係じゃない。 

   ・言いたいことをはっきりと言いたい。 

   ・他の子は家事しなくていいのに、ひとり親だからやらされる。 

   ・ヤングケアラーを助けてあげて。 

 

 【大人の意見】 

   ・ケアラーの心安らげる場所があったらいいと思う。そこで食事の提供（子供食

堂）、勉強のサポートも行えたらよい。 

   ・ヤングケアラーへの支援をしてほしい（特に精神障がい者の親を持つ子供） 

学力や家事の支援。 

・当事者や家族などが気軽に相談できるカフェのような場所があればいい。 

 

 

 

 

 

  

必要と想定される社会資源へのつなぎ 

 

 

 

 

居場所・相談

•子供食堂

•児童会館・児童セン
ター

•元ヤングケアラー等
のピアカウンセリング
など

福祉サービス・医療

•高齢・介護、障がい
サービス

•家事・育児支援

•生活困窮支援

•医療機関など

学習支援

•学校での学習支援

•学習支援教室

•習い事費用助成など
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４ ヤングケアラー支援のための関係機関連携 

 

（１）関係機関の役割と連携の重要性 

ヤングケアラーがおかれている状況は多岐にわたるため、ヤングケアラーやその家

族への支援を行うためには、様々な機関の組織横断的な連携が必要となることがあり

ます。 

 相談の間口を広くとり、どの窓口に当事者や家族等から相談があっても適切な機関

につなぐことが大切です。 

 

＜ヤングケアラー支援における主な関係機関相談窓口との役割＞ 

分野 主な機関と連絡先 主な役割 

児童福祉分野 

子供に関わる分野 

家庭児童相談室（市） 

06-6384-1472 

 

 

 

 

 

子育て政策室（市） 

06-6384-1491 

 

 

子育て給付課（市） 

06-6384-1471 

 

 

吹田子ども家庭センター

（府） 

06-6389-3526 

 

 

 

 

 

 

当事者や支援者からの相談、

家事・育児支援サービス等へ

のつなぎ、児童虐待相談対応 

対象は18歳未満の子供とそ

の家族 

 

 

児童会館・児童センター 

子供食堂、習い事費用助成 

 

 

児童手当、児童扶養手当、子

ども医療費助成、 

ひとり親家庭の自立支援等 

 

児童虐待相談対応（重度）、

養護相談、療育手帳など。対

象は概ね２５歳までの子供と

その家族 
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分野 主な機関と連絡先     主な役割 

児童福祉分野 

子供に関わる分野 

 

 

 

 

こども発達支援センター

（市） 

06-6339-6103 

 

 

 

放課後子ども育成室 

（市） 

06-6384-1599 

 

 

乳幼児から18歳まで 

言語・発達・療育についての

専門相談・支援 

ペアレントプログラム等 

 

保護者が仕事などで保育でき

ない主に小学４年生までの児

童の居場所であり、早期発見

や初期相談につながりやすい 

教育分野 学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年室（市） 

（子ども・若者総合相談セン 

ター 

「ぷらっとるーむ吹田」） 

06-6816-8534 

 

青少年クリエイティブセンタ

ー（市） 

06-6389-2061 

 

教育センター（市） 

06-6170-1579 

当事者と接する時間が長いた

め、早期発見や初期相談につ

ながりやすい 

SC（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）が心理的

なアプローチでの支援、

SSW（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）が関

係機関と連係し福祉的なアプ

ローチで支援 

 

悩みを抱えた39歳までの子

供・若者とその家族を対象と

した支援 

 

 

18歳までの方とその保護者

対象に情緒やいじめ、不登

校、子育ての悩みなど 

 

3歳から18歳の子供とその

保護者対象に不登校や学習等

などの教育上の諸問題につい

て、来所・電話相談、市内小

学校への出張教育相談など 
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分野 主な機関と連絡先     主な役割 

生活福祉分野 生活福祉室（市） 

 

くらしサポートセンターすい

た（市） 

06-6384-1350 

生活保護 

 

就労や心身の状況、地域社会

との関係性やその他の事情に

より、経済的に困窮し、最低

限度の生活を維持することが

できなくなるおそれのある者

への支援 

子ども健全育成生活支援員に

よる日常生活支援、養育支

援、教育支援、生活困窮世帯

の中学生及び高校生等対象の

学習支援教室 

障がい福祉分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい福祉室（市） 

06-6384-1348 

 

 

 

 

障がい者相談支援センター

（市） 

（12ページ表１のとおり） 

 

地域活動支援センター（市） 

（13ページ表２のとおり） 

障がい福祉サービス等の利用

に関する相談 

１８歳以上の障がい者の虐待

相談対応、障がい者相談支援

事業所 

 

市内６ブロック 

相談支援障がい福祉サービス

利用支援など 

 

創作的活動・生産活動・社会

との交流促進 

高齢福祉分野 高齢福祉室（市） 

介護保険グループ 

06-6384-1343・1341 

支援グループ 

06-6384-1360 

 

 

地域包括支援センター（市）

（13ページ表３のとおり） 

 

要介護認定申請や介護保険サ

ービスなど 

 

高齢者在宅福祉サ—ビスや 

地域包括支援センターに関す

る事など 

 

地域の高齢者やその家族等を

対象とした介護や福祉の総合

相談窓口 
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     分野 主な機関と連絡先     主な役割 

人権分野 人権政策室（市） 

06-6384-1513 

 

法務省（国） 

0120-007-110 

 

人権相談 

 

 

子どもの人権110番 

地域福祉分野 福祉総務室（市） 

06-6384-1803 

 

 

 

吹田市社会福祉協議会 

06-6339-1205 

複雑化・複合化した課題に対

する支援体制の検討 

民生委員・児童委員に関する

ことなど 

 

CSW（ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）に

よる生活する上での悩みごと

や困りごとの相談など 

その他保健分野 地域保健課（保健所）（市） 

06-6339-2227 

統合失調症やうつ病、依存

症、認知症、ひきこもり、そ

の他こころの健康に関する相

談 

医療分野 各医療機関 病状の相談、医療的ケア 

＊養育者の育児放棄や衣食住に問題を生じている場合等のネグレクトや、子供への過

度なプレッシャーによる心理的虐待等、虐待案件が疑われる場合は、家庭児童相談室

や吹田子ども家庭センター（児童相談所）が通告受理機関となります。 

 

 

表１ 障がい者相談支援センター 

 障がい者相談支援センター名称 電話番号 

1 内本町 06-6319-9832 

2 片山・岸部 06-6310-1672 

3 豊津・江坂・南吹田 06-6386-3700 

4 千里山・佐井寺 06-6170-1785 

5 亥の子谷 06-6170-5136 

6 千里ニュータウン 06-6873-8850 
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表２ 地域活動支援センター 

 地域活動支援センター名称（）内は所在地 電話番号 

1 りあん   （吹田市内本町 1 丁目 2-17） 06-7182-4050 

2 すももクラブ（大阪市淀川区十三東 3 丁目 11-15） 06-6305-3969 

3 ほほえみ  （大阪市中央区玉造 2 丁目 16-8 

       玉造井上ビル 4 階（大阪ろうあ会館玉造センター）） 

06-6796-8306 

4 赤レンガ  （吹田市千里山月が丘 6-8） 06-6319-9894 

5 ルビア   （吹田市岸部北 2 丁目 30-3） 06-7503-1166 

 

表３ 地域包括支援センター 

 地域包括支援 

センター名称 
担当地域 電話番号 

1 吹一・吹六 寿町・中の島町・西御旅町・東御旅町 

内本町・元町・朝日町・川岸町 

清和園町・南清和園町 

06-6317-5461 

2 吹三・東 高浜町・南高浜町・昭和町・高城町 

末広町・日の出町・川園町・吹東町 

幸町・南正雀・平松町・目俵町 

06-4860-8338 

3 片山 片山町・原町２・出口町・藤が丘町 

朝日が丘町・山手町・上山手町 

天道町 

06-6310-7112 

4 岸部 岸部北・岸部南・岸部中・岸部新町 

原町１、３、４・芝田町 

06-6310-8626 

5 南吹田 泉町・西の庄町・金田町・南金田 

南吹田・穂波町 

06-6155-5114 

6 豊津・江坂 垂水町・江坂町１～４・豊津町 

江の木町・芳野町・広芝町 

06-6310-9705 

7 千里山東・佐井寺 千里山霧が丘・千里山星が丘 

千里山虹が丘・千里山月が丘 

千里山松が丘・千里山高塚・千里山東 

竹谷町・佐井寺・佐井寺南が丘 

06-6386-5455 

8 千里山西 千里山西・千里山竹園・春日・円山町 

江坂町５ 

06-6310-8060 

9 亥の子谷 山田東１・山田西１・山田南 

五月が丘東・五月が丘西 

五月が丘南・五月が丘北 

06-4864-8551 
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 地域包括支援 

センター名称 
担当地域 電話番号 

10 山田 山田東２～４、山田西２～４ 

山田北 

06-6155-5089 

11 千里丘 樫切山・山田市場・尺谷・長野東 

長野西・千里丘上・千里丘中・千里丘下

千里丘西・千里丘北・新芦屋上 

新芦屋下・清水・青葉丘南・青葉丘北 

06-6876-5021 

12 桃山台・竹見台 津雲台１・桃山台・竹見台 06-6873-8870 

13 佐竹台・高野台 佐竹台・高野台 06-6871-2203 

14 古江台・青山台 古江台・青山台 06-6872-0507 

15 津雲台・藤白台 津雲台２～７・藤白台・上山田 

千里万博公園・山田丘 

06-7654-5350 

16 基幹型 （市役所内にあり、上記１５か所のセン

ターの総合調整、後方支援を行います。） 

06-6384-1360 
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【多機関連携が必要な場合の具体的手法】 

ヤングケアラーの置かれている状況が、経済的困窮や要介護、精神疾患など、様々 

な課題が複合的に絡み合っている場合には、関係各所が連携して、組織横断的に取り

組む必要があります。特に、支援の上で地域のネットワークの活用が求められる場合

や、世帯が養育上の問題を抱えている場合には、要保護児童対策地域協議会または子

ども・若者支援地域協議会の活用を検討してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「要保護児童対策地域協議会」（子どもを守る地域ネットワーク）とは 

要保護児童の適切な保護又は要支援児童若しくは特定妊婦への適切な支援を図るた

め、関係機関、関係団体及び児童の福祉に関連する職務に従事する者その他の関係者に

より構成される協議会。児童福祉法第２５条の２に基づいて各市町村に設置されており、

本市では吹田市児童虐待防止ネットワーク会議とし、家庭児童相談室が事務局となって

います。 

 毎月のネットワーク会議や個別ケース検討会議等を通じて、子供とその家族がどのよ

うな状態にあるのか、関係機関が持つ情報を収集し、その家族の状態像を総合的に把握

し、虐待の状況と問題の深刻さや支援の必要性について共通認識を持ち、各機関の機能

を有効的に使うことで、家族への支援の最善の方法を考えます。 

 

「子ども・若者支援地域協議会」とは 

子ども・若者育成支援推進法第１９条第１項の規定に基づき、社会生活を円滑に営む

上での困難を有する子ども及び若者（39 歳まで）に対する支援を効果的かつ円滑に行う

ため、青少年室が事務局となり、吹田市子ども・若者支援地域協議会を設置しています。 

子供・若者支援に関する情報の交換及び連絡調整や、子供・若者支援に必要な体制の

整備に関する協議、関係機関等の支援の実施状況等及び役割分担に関する情報の交換、

子供・若者の支援に当たる関係機関等の担当者の個別ケース検討会議等を行っています。 
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ヤングケアラーの相談窓口として 

周知している相談支援機関 

・家庭児童相談室 

・青少年室 

（子ども・若者総合相談センター 

「ぷらっとるーむ吹田」） 

・教育センター 

  学校 保育園・幼稚園 

各相談支援機関 

（２）相談支援体制図 

 

【吹田市ヤングケアラー相談体制図】 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ヤングケアラー当事者の会 

 

▶ 子供や家族等から 

相談を受けた場合 

▶ 発見・情報提供を 

受けた場合 

サービス提供や調整、 

民間事業者等との 

連携を担う 

・青少年室 

（子ども・若者総合相談センタ

ー「ぷらっとるーむ吹田」） 

（子ども・若者支援地域協議会 

事務局） 

・家庭児童相談室 

（児童虐待防止ネット 

ワーク会議事務局） 

・教育センター 

・保育幼稚園室 

・保育園・幼稚園 

・子育て給付課 

・学校教育室 

・学校（SSW・SC） 

・生活福祉室 

・くらしサポート 

センターすいた 

・ す い た ス ト ッ プ

DV ステーション

（DV 相談室） 

・高齢福祉室 

・地域包括支援 

センター 

・障がい福祉室 

・障がい者相談 

支援センター 

 

・人権政策室 
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【庁内外ネットワークイメージ図】 

 
 

☆は吹田市のヤングケアラー相談窓口 

 

 

地域住民 民生・児童委員

図書館

児童館 公民館

子ども食堂

ヤングケアラー及びその家族

民生・児童委員

子供食堂

児童会館

児童センター

公民館

留守家庭

児童育成室

地域住民

地域関係者

教育分野

学校・学校教育室

☆教育センター

☆子ども・若者総合相談センター

(ぷらっとるーむ吹田)

青少年クリエイティブセンター

障がい福祉分野

障がい福祉室

障がい者相談支援センター

児童福祉分野

☆家庭児童相談室

吹田子ども家庭センター

（児童相談所）

子育て政策室・子育て給付課

医療分野

医療機関・訪問看護

市保健所（地域保健課）

高齢福祉分野

高齢福祉室

地域包括支援センター

居宅介護支援事業所等

計画相談、事業所等

その他の福祉等分野

福祉総務室

社会福祉協議会

人権政策室 生活福祉室

くらしサポートセンターすいた

すいたストップDVステーション（DV相談室）
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（３）【状況別】発見から支援までのフローチャート 

 

＜対応例１：小中学校の関係者が発見した場合＞  

①教職員が、欠席や遅刻が多い児童生徒に対して面談を行ったところ、日頃から家族の世話

や家事をしているなど、ヤングケアラーである端緒を発見する。  

 ②ＳＳＷ（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）やＳＣ（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）を含めて、児童生徒の状況（ケア対象、

時間、ケア内容、家庭状況、生活状況、健康状態、本人や家族の意思等）について情報を

整理し、支援の必要性を検討する。 

③支援が必要な場合は、心身のケア等、学校でできる対応や見守りを行う。  

 （例） ・本人の状況把握、状況の変化の確認  

 ・校内における情報共有と支援体制の構築  

     ・校内支援の実施 

--------------------以下、支援にあたり関係機関の連携が必要な場合----------------- 

④すでに連携している福祉・保健分野等の関係機関（障がい福祉、高齢福祉、医療機関な

ど）があれば、その関係機関へ連絡・相談を行う。連携している機関がなければ、家庭児

童相談室へ連絡・相談を行う。 

⑤世帯が養育上の問題を抱えている場合は、要保護児童対策地域協議会の個別ケース検討

会議等で関係機関が情報を共有し、支援方針を策定して支援を実施する。 

ＰＯＩＮＴ  

緊急・虐待の疑いがある場合は、速やかに大阪府吹田子ども家庭センター（児

童相談所）や家庭児童相談室などに連絡すること 

＜連絡先＞ ９ページ 

▶吹田市家庭児童相談室 

(9：00～17：30、土曜日・日曜日、祝・休日、年末年始を除く) 

℡ ０６－６３８４－１４７２ 

＜まとめ＞ 連携の必要性に応じて、以下の対応が想定されます  

 ◇ 学校における対応・見守りで対応可能（③）  

 ◇ 連携が必要→学校、家庭児童相談室、関係機関が連携して対応（④）  

 ◇ 要支援児童など→要保護児童対策地域協議会ケースとして対応（⑤） 
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＜対応例２：地域の関係団体や子供食堂など地域の関係者が発見した場合＞  

 

 ①地域の関係者が、子供の日頃の生活状況から、ヤングケアラーである端緒を発見する。   

 ②子供の状況（ケア対象、時間、ケア内容、家庭状況、生活状況、健康状態、本人や家族

の意思等）について情報を整理し、支援の必要性を検討する。 

③必要に応じて、積極的な声掛けや見守り、世帯へのアドバイス等を実施する。 

  

--------------------以下、支援にあたり関係機関の連携が必要な場合---------------- 

 

④すでに福祉サービスを受けている場合や特定の福祉サービスが必要である場合は、その

サービスに応じた市の窓口へ連絡・相談する。様々な課題が複合的に絡み合っている場合

や判断に迷う場合には、家庭児童相談室や子ども・若者総合相談センター「ぷらっとるー

む吹田」、教育センターに連絡・相談する。 

連絡・相談を受けた機関は、発見者からの情報を引き継ぎ支援に当たる。 

⑤世帯が養育上の問題を抱えている場合は、要保護児童対策地域協議会や子ども・若者支援

地域協議会の個別ケース検討会議等で関係機関が情報を共有し、支援方針を策定して支

援を実施する。 

ＰＯＩＮＴ  

緊急・虐待の疑いがある場合は、速やかに大阪府吹田子ども家庭センター（児童相談

所）や家庭児童相談室などに連絡すること  

＜連絡先＞ ９ページ 

▶各相談窓口  

 ９～１４ページ参照 

▶吹田市家庭児童相談室 

▶吹田市子ども・若者総合相談センター「ぷらっとるーむ吹田」 9～10 ページ参照 

▶吹田市立教育センター 

＜まとめ＞ 支援の必要性に応じて、以下の対応が想定されます  

◇ 地域における見守りで対応可能（③）  

◇ 関係機関との連携が必要→地域関係者、関係機関が連携して対応（④）  

◇ 要支援児童など→要保護児童対策地域協議会ケースとして対応（⑤） 
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＜対応例３：障がい福祉などのケア対象者に関わる分野の関係者が発見した場合＞  

 

 ①障がい福祉サービスや介護サービス等のケア対象者に関わる分野の関係者（ケアマネジ

ャー、ホームヘルパー、訪問看護師等）が、業務としてケア対象者やその家族と接する中

で、ヤングケアラーの存在を発見する。  

 

 ②発見した事業所内において、情報整理（ケア対象、時間、ケア内容、家庭状況、生活状

況、健康状態、本人や家族の意思等）を行うとともに、当該ケースに対してサービス利

用調整やその他の家族へのアプローチにより、ヤングケアラーの負担軽減ができないか

検討・調整を行う。 

 

③状況が改善されないなど、関係機関との連携が必要な場合は、市福祉部の各室課と連携

するとともに各サービスの関係者会議等で情報共有を行い、サービス利用計画の見直し

や他施策の利用ができないか検討・調整を行う。 

--------以下、児童福祉分野をはじめとする多機関連携による支援が必要な場合--------- 

 

④依然として状況が改善されず、世帯が養育上の問題を抱えているなど、児童福祉分野を

始めとする多機関連携が必要な場合は、家庭児童相談室や子ども・若者総合相談センター

「ぷらっとるーむ吹田」（9～10 ページ参照）に連絡し、要保護児童対策地域協議会や子

ども・若者支援地域協議会のネットワーク活用を検討する。 

ＰＯＩＮＴ  

緊急・虐待の疑いがある場合は、速やかに大阪府吹田子ども家庭センター（児童相談

所）や家庭児童相談室などに連絡すること  

＜連絡先＞ ９ページ 

＜まとめ＞ 関係機関との連携の必要性に応じて、以下の対応が想定されます  

◇ 自機関のみで対応可能（②）  

◇ 関係機関と連携が必要→専門分野の関係機関が連携して対応（③）  

◇ 多機関連携が必要→要保護児童対策地域協議会ケース等として対応（④） 

ＰＯＩＮＴ  

ケア対象者に関わる分野別の総合相談窓口には、以下の機関もあります。詳細について

は、「ヤングケアラー支援における主な関係機関相談窓口との役割」９～１４ページ）

をご覧ください。  

 障がい福祉サービスについて：障がい者相談支援センター（６か所）  
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＜対応例４：ヤングケアラー本人やその周囲の方が相談機関に相談したい場合＞  

 

 ①ヤングケアラーと思われる子供や若者が、近所の住人や職場の同僚などとの会話の中で、

自分自身がヤングケアラーであるかもしれないことの気づきを得る。 

 

②ヤングケアラーと思われる子供や若者が、各相談窓口に連絡する

 

 

 
吹田市家庭児童相談室 

 

 

▶住所 

〒564-0072 

吹田市出口町 19 番 2 号 

(吹田市立総合福祉会館) 

▶相談時間 

9：00～17：30 

(土曜日・日曜日、祝・休日、

年末年始を除く) 

▶℡ 

０６-６３８４-１４７２ 

ＰＯＩＮＴ  

・ヤングケアラーは、自分自身がヤングケアラーであることを認識していないことがあ

るため、その端緒を発見した近所の住人や職場の同僚は、ヤングケアラーの相談窓口

として以下の機関を紹介してください。  

・下記の相談機関は、ご家族の方や近所の住人など、本人以外からの相談にも対応して

います。 

 

 

 
吹田市子ども・若者総合相談

センター 

「ぷらっとるーむ吹田」 

▶住所 

〒565-0824 

吹田市山田西 4 丁目 2－43 

(吹田市立子育て青少年拠点

夢つながり未来館 2 階) 

▶相談時間 

月～土 10：00～20：00 

日曜日、祝・休日 要予約

※年末年始、休館日を除く  

▶℡ 

０６-６８１６-８５３４ 

１８歳未満 
 

 

 
吹田市立教育センター 

 

 

▶住所 

〒565-0855 

吹田市佐竹台 1 丁目 6 番 3 号 

( 総 合 防 災 セ ン タ ー (DRC 

Suita) 9 階) 

▶相談時間 

 9：00～17：00 

(平日と第３日曜日) 

▶℡ 

０６-６１７０-１５７９ 

教育相談ダイヤル ３９歳まで 
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＜緊急・虐待の疑いがある場合の相談・連絡先＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待のサインをみつけたときは、ためらわずに連絡・相談することが子供を虐待か

ら守る一歩となります。連絡した人のプライバシーは法律で守られます。 

 

▶ 児童相談所虐待対応ダイヤル(24 時間・365 日) 

℡ 189（いちはやく） 

 

▶ 吹田市家庭児童相談専用電話 

(9：00～17：30、土曜日・日曜日、祝・休日、年末年始を除く) 

℡ ０６－６３８４－１６６３ 

 

▶ 大阪府吹田子ども家庭センター（児童相談所） 

(9：00～17：45、土曜日・日曜日、祝・休日、年末年始を除く) 

℡ ０６－６３８９－３５２６ 

 

▶夜間・休日虐待通告専用電話 

(月～金曜日の 17：45～翌朝 9：00 及び、土曜日・日曜日、祝・休日、年末年始) 

℡ ０７２－２９５－８７３７ 

 

▶吹田警察署人身安全係 

℡ ０６－６３８５－１２３４ 
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５ 吹田市の取り組み 

（１）ヤングケアラー相談窓口 

吹田市のヤングケアラー相談窓口としては、家庭児童相談室、子ども・若者総合

相談センター「ぷらっとるーむ吹田」、教育センターがあります。 

まずは相談者の方に寄り添って話を聴き、必要時は連携して、年齢や内容により

適切な支援につなげていきます。 

  

（２）巡回相談（家庭児童相談室） 

ヤングケアラーの問題は、家族内の問題が複合的に絡み合い複雑化する傾向にあ

り、学校等子供が所属する関係機関が状況の見守りを続ける必要がある場合や、ヤ

ングケアラーの背景にある問題が複数機関にまたがり、つなぎに苦慮される場合も

あると考えられます。また、ヤングケアラーの児童・生徒が相談しやすい環境づく

りも重要です。 

家庭児童相談室では、ヤングケアラー対策として、子育てに不安を抱える家庭に

対してホームヘルパーを派遣する「子育て世帯家事・育児支援事業」や、小中学校

や児童会館・児童センター、子供食堂、保育所等の子供に関わる機関に対し、ヤン

グケアラーコーディネーターによる周知啓発や相談支援、気づきツール・アセスメ

ントツールの説明等のため、巡回相談を行っています。 

 

  巡回相談でできること 

ア 児童・生徒からの相談への対応、助言 

イ 教職員など、身近な支援者からの相談への対応、助言 

ウ 支援方法、相談環境などへの助言 

エ ヤングケアラーへの気付きポイント、アセスメントツール等の啓発 

 

 

（３）啓発チラシ 

巡回相談等で配布している啓発チラシ（次々ページ参照）では、ヤングケアラー

という言葉を使わず、「家族のお世話のこと一緒に話しませんか」と呼びかける内

容にしています。 

ヤングケアラー当事者はケアラーという自認がない場合や、ヤングケアラーと呼

ばれることで心を痛める場合もあり、啓発も慎重に行っています。 
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巡回相談イメージ図 

 

     

 

    

        

 

 

 

 

  

が 

 

 

 

 

 

 

 

 

※保育園、幼稚園、児童会館・児童センター、子供食堂等、子供の関わる機関にも巡回相談 

を行っています。 

※ヤングケアラーに限らず、虐待の疑い等がある場合については、通常の通告対応として、

責任者等から家庭児童相談室に御連絡ください。 

市内公立小学校 

家庭児童

相談室 

職員 

市内公立中学校 

児童・生徒 

家族の世話でこん

なことあるかも 

・寝不足 

・宿題や勉強の時間

がない 

・友達と遊ぶ時間が

ない 

・相談できる人がい

ない 

 

 

教職員、SSW、SC 

もしかしてヤングケ

アラーかも 

・遅刻や欠席が多い 

・昼間に眠そうにし

ている 

・幼いきょうだいの

送迎をしているのを

見かける 

・親の病院付き添い

で学校を休む 

 

 

 ④ 必要に応じ支援につなぐ 

・子育て世帯家事・育児支援事業 

・障がい、介護などの福祉サービス 

・要保護児童対策地域協議会モニタリング 

・居場所（子供食堂、ピアサポートグループなど） 

・生活困窮相談など各種相談  など 

 

① 学校から電話で巡回依頼 

② 日程調整 

③巡回相談 

ヤングケアラーの

要素がある、又は

判断つかない場合

等、どんなことで

も家庭児童相談室

に相談をしてくだ

さい。 

判断基準等のアセ

スメントツールを

活用します。 
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（啓発チラシ表面） 
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（啓発チラシ裏面） 
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参考資料１  「多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援マニュアル」（一部抜粋） 

     

厚生労働省の子ども・子育て支援推進調査研究事業で作成された「多機関・多職種連

携によるヤングケアラー支援マニュアル」では、支援の在り方・姿勢（「連携支援十か

条」）や支援のポイントが示されています。 
 

１ 支援の在り方・姿勢（「連携支援十か条」） 
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２ 支援のポイント 

 

 

・ 虐待と絡むようなやむを得ない場合を除き、あくまで本人や家族の意思を尊重す

る。必ずしもヤングケアラー本人はケアを止めたいと思っているわけではないた

め、ヤングケアラー本人や家族の想いを知る、寄り添う、見守るまなざしを向ける

だけでも、ヤングケアラーやその家族の精神的負担を軽減すると考えられる。 

・ ヤングケアラー本人や家族は、当事者同士でこれまで築いてきた関係性や、家族

の中での役割がある。また、家族が子どもに家事等の負担をかけてしまっているこ

とを申し訳なく思っている場合もある。ヤングケアラー本人や家族を責めるよう

な言い回しにならないよう意識し、それぞれの想いやプライドを尊重する姿勢は

極めて重要である。 
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参考資料２  「ヤングケアラーの支援に向けて」 

 

ここでは、大阪府教育庁市町村教育室小中学校課が、教職員向けにヤングケアラーの支

援の方向性について整理し、まとめたパンフレットを紹介します。  
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参考資料３  

 「ヤングケアラー支援に係るアセスメントツール等の使い方ガイドブック」（一部抜粋） 
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